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平成 21年 3月 31日 
第 60号 

日本障害者スポーツ指導者協議会 

近畿ブロック特別研修会  2008･2･21(土) 

「 北京パラ リ ン ピ ッ ク の報告と 今後の展望」 

北京パラリンピック日本選手団 団長 

大久保 春美 氏 

期 間  2008 年9月6日(土) 

～17日(水) 

開催都市 中国・北京 

香港(馬術) 

青島(ｾｰﾘﾝｸﾞ） 

運営主体 国際パラリンピック委員会 

北京オリンピック組織委員会 

参加国  約 148カ国・地域 

選 手  約 4,000 人 

役 員  役 2,000 人 

北京大会への参加に向けて  

１.日本代表選手選考規定 

２.メディア対応 

３.渡航方法 

４.イベントの実施 

５.競技団体費用負担 

６.ゲストパスの有効利用 

７.医療サポート 

①国籍条項（日本代表資格） 

他国籍でも条件により日本代

表で参加できる 

②参加資格 

国際ｸﾗｽ取得、標準記録の突破 

③健康 

健康診断書の審査 

④8位入賞レベルの競技力 

国際ﾗﾝｷﾝｸﾞ、国際大会の記録 

①競技毎にﾒﾃﾞｨｱ担当者の設置 

②強化ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

③選手ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 

④クラス分け解説 

⑤競技解説 

➅選手団ﾏﾆｭｱﾙの充実 

北京パラ リ ン ピ ッ ク の特徴 

① オリンピック組織委員会がパラリンピックを開催・運営 

② 参加国に対し経済的援助（エントリー費の無料化、参加補助金の支給） 

③ マーケティング規則の適用    ④ ドーピング検査の実施 

⑤ 選手団及びメディアの参加方法  ➅ より高くなった競技レベル 

⑦ メダル種目数の減少 シドニー大会（５５０）・アテネ大会（５１９）

北京大会（４７２）。クラスの統合、参加選手数の少ないクラスの種

目の取り止めなど 

⑧ 少ないメダルを競うことで、メダル獲得はより厳しい状況になった。その反面、開催国の中国を筆頭とし、

上位5カ国で金メダルの４５％、銀メダルの３８％、銅メダルの３５％を獲得し、そして全メダルの３９％

を獲得するなど一部の国にメダルが集中しました。 

今後の課題 

社会環境が変わり、障害者層も変化している状況を分析 

・きめ細かい選手育成→難しい選手発掘 

・組織力の整備 

・法整備も含めた社会の仕組みづくり 



大阪障害者スポーツ指導者協議会 

研修会 2009.2.22(日)  

障害区分（ ク ラ ス分け）  

大阪府立大学総合リハビリテーション学部 

奥田 邦晴 氏 

 
 
 

 2月22日（日）大阪市長居障害者スポーツセンターにおいて、恒例の研修会が行われました。 

今回のテーマは障害区分(クラス分け)で、講義を受けました。その中で北京パラリンピックはオリンピックとパ

ラリンピックが同じ組織運営であるため、より競技性の高いパラリンピックの始まりとなった事など聞くこと

が出来ました。講演の一部ですが下記に資料より抜粋しました（広報･松浦） 

国 際 親 善 女 子 

車椅子バスケットボール大阪大会 

2009.2.19～2.21 

大 阪 市 中 央 体 育 館 

目的：障害者のスポーツの普及・発展をめざし国際交流に資するため、世界の強豪女子チーム

が参加する車椅子バスケットボール競技大会を開催する。また、広く市民や学校などに、応援

の参加を呼びかけるとともに、児童・生徒と各国選手団との交流、車椅子バスケットボールの

体験等を通じて、国際親善と障害者に関する理解の高揚をはかる。 

決勝試合のオーストラリア対日本は接戦の末、オーストラリアが56対50で優勝しま

した。見所はやはり障害区分の持ち点(2.0)が少ない選手のシュート力や突破力のある選

手の動きなど迫力に満ちていました。 

まだ観戦をしていない方は是非、来年の大会に行って観てください。(広報・松浦) 

大阪障害者スポーツ

指導者協議会の年次

総会が 4 月 26 日

(日)、大阪市長居障害

者スポーツセンター

で開かれます。でき

るだけ参加ください

ますようお願いいた

します。 

（詳細は別紙） 
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